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はじめに 

平成27年国勢調査・就業状態等基本集計結果に基づき、三重県における15歳以上就業者の動

向・特徴についてまとめました。 

前半では県内地域別の就業者について、後半では外国人就業者に焦点を当てて分析を行ってい

きます。 

 
※平成27年国勢調査における「就業者」は、平成27年9月24日から30日までの1週間に仕事をしていた人であり、

「産業」はその人が実際に仕事をしていた事業所の主な事業の種類によって分類したものです。 

※ここでの就業者には、県外、地域外への勤務者も含むため、当該地域内の産業構造がそのまま反映される

ものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考：労働力状態＞ ※数値は三重県 

 

 

 

 

 

※労働力率＝労働力人口／15 歳以上人口：59.9％ 

《概要》 

地域別の就業者について 

●就業者数は全国、三重県全体としては平成7年をピークに減少傾向。県内地域別にみると、

東紀州地域は昭和60年以降一貫して減少を続けており、減少率が最も高い。 

●平成22年から平成27年にかけて、全国的に多くの産業で就業者の減少がみられるなか、

「医療、福祉」の就業者が増加。 

●三重県は「製造業」の就業者割合が全国と比較して高く、全国順位は6位。 

 

外国人の就業状況について 

●データが入手可能な平成12年以降でみると、三重県の外国人就業者数は平成17年をピー

クに減少傾向。 

●国籍別にみると、リーマン・ショックを挟んだ平成17年から平成22年にかけてブラジル国籍

の就業者が大きく減少。 

●三重県は外国人就業者の割合が全国と比較して高く、全国順位は5位。 

●三重県の外国人就業者は、日本人就業者と比較して「正規の職員・従業員」の割合が低く、

「労働者派遣事業所の派遣社員」の割合が高い。 

労働力人口 

非労働力人口 

15 歳以上人口 

就業者 

完全失業者 

1,562,623

903,734 

603,939 

872,773 

30,961 
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